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越
前
地
誌
の
う
ち
「
越
前
国
名
蹟
考
』
以
前
に
著
作

さ
れ
た
主
要
な
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
で
松
見
文

庫
出
版
の
拙
編
「
越
前
若
狭
地
誌
叢
書
』
三
巻
(
上
・

下
・
続
)
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
惜
し
い
こ
と
に
は
「
越
前
古
跡
拾
集
記
』
『
南

越
探
旧
指
童
編
』
『
増
補
南
越
温
故
録
』
の
三
著
は
、
原

稿
が
ほ
と
ん
ど
出
来
上
が
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
掲
載
を
差
し
控
え
た
。

そ
の
理
由
の
第
一
は
、
叢
書
の
予
定
ペ
ー
ジ
数
を

超
え
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
第
二
は
こ
の
三
著
の
記

事
の
大
半
が
、
収
載
す
み
の
地
誌
と
内
容
的
に
重
複

し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

杉
原

越
前
地
誌
補
考

だ
が
そ
の
反
面
こ
の
三
著
に
は
、
他
の
諸
本
に
記
書
か
れ
て
い
て
、
越
前
地
誌
著
作
の
歴
史
を
考
察
す

載
さ
れ
て
い
な
い
記
事
が
少
な
く
な
く
、
そ
れ
ら
を
る
の
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

捨
て
去
る
に
は
忍
ぴ
な
い
の
で
、
い
ず
れ
機
会
を
み
。
越
前
古
跡
拾
集
記

て
地
誌
叢
書
の
補
巻
と
し
て
出
版
し
た
い
と
考
え
て
『
越
前
古
跡
拾
集
記
』
の
写
本
は
、
現
在
二
本
あ
る
。

い

た

。

一

本

は

武

生

市

立

武

生

図

書

館

の

庭

本

文

庫

に

あ

り

、

け
れ
ど
も
、
そ
の
後
わ
た
し
は
他
の
仕
事
に
追
わ
一
本
は
福
井
大
学
付
属
図
書
館
に
あ
る
。
こ
の
二
本

れ
、
地
誌
の
原
稿
は
放
置
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
を
便
宜
上
『
庭
本
本
』
お
よ
び
「
福
井
大
学
本
』
と
略
称

た
。
今
と
な
っ
て
は
、
わ
た
し
も
高
齢
に
な
り
、
白
地
す
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
二
本
の
書
誌
的
特
色
は
次

誌
編
集
を
再
開
す
る
気
力
も
な
い
の
で
、
本
誌
の
紙
の
と
お
り
で
あ
る
。

面
を
借
り
て
、
上
記
三
著
の
特
色
の
一
部
を
紹
介
す
(
庭
本
文
庫
本
)
上
・
下
二
巻
、
上
巻
九
二
丁
・

る
に
止
ど
め
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
後
の
人
に
ゆ
だ
下
巻
七
七
丁
。
書
写
者
、
庭
本
雅
夫
。
書
写
年
月
、

ね

た

く

思

う

。

昭

和

五

年

十

二

月

。

巻

末

に

庭

本

氏

の

奥

書

が

あ

る

。

な
お
上
記
の
三
著
の
ほ
か
『
越
藩
拾
遺
録
』
に
つ
い
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
大
野
郡
勝
山
町
の
神
明
神
社
社
掌

て
も
付
記
し
た
い
。
こ
の
書
に
は
五
種
類
の
異
本
が
福
岡
維
精
氏
所
蔵
の
写
本
を
、
福
井
市
の
五
十
嵐
均

あ
る
が
、
『
越
前
若
狭
地
誌
叢
書
』
に
収
載
し
た
の
は
、
平
氏
が
ま
だ
十
五
歳
の
少
年
時
代
に
筆
写
し
た
。
そ

そ
の
う
ち
の
三
巻
本
で
、
そ
れ
に
准
三
巻
本
を
対
校
の
本
を
庭
本
氏
が
借
り
て
書
き
写
し
た
も
の
が
、
庭

本
と
し
て
い
る
。
五
巻
本
は
当
時
端
本
し
か
知
ら
れ
本
本
で
あ
る
。

て
い
な
か
っ
た
の
で
、
掲
載
か
ら
除
い
た
。
と
こ
ろ
福
岡
氏
所
蔵
の
原
本
は
、
勝
山
町
の
大
火
の
と
き

が
そ
の
後
五
巻
本
の
他
の
端
本
が
見
付
か
り
、
一
応
類
焼
の
災
い
を
受
け
、

A
7
は
存
在
し
な
い
。
五
十
嵐

五
巻
を
全
部
そ
ろ
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
よ
っ
て
こ
本
も
五
十
嵐
家
に
現
存
し
て
い
な
い
。

の
五
巻
本
を
も
と
に
し
て
多
少
の
解
説
を
補
足
し
て
な
お
こ
の
書
の
下
巻
末
に
も
う
一
つ
の
後
書
き
が

お

き

た

い

。

あ

る

。

そ

れ

に

よ

れ

ば

、

こ

の

写

本

中

の

朱

書

部

分

以
上
の
四
著
は
い
ず
れ
も
「
名
蹟
考
』
に
よ
り
前
に
は
、
窪
田
氏
が
『
名
蹟
考
」
な
ど
の
諸
書
を
参
考
に
し
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て
、
氏
の
意
見
を
加
え
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
窪
寺
の
境
内
に
あ
っ
た
泰
澄
舟
つ
な
ぎ
の
松
が
「
文
化

田
氏
と
は
武
生
市
の
窪
田
孝
哉
氏
の
こ
と
で
、
医
業
九
年
大
風
ニ
折
テ
伐
リ
タ
ル
由
」
と
あ
る
。

の
か
た
わ
ら
郷
土
研
究
に
勤
め
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
文
化
二
年
八
月
十
日
に
天
魔
が
池
の
下

(
福
井
大
学
本
)
一
巻
、
九
五
了
。
書
写
者
・
方
石
棺
を
堀
り
出
し
た
記
事
も
あ
る
。
こ
れ
ら
を
総

書
写
年
月
・
書
写
原
本
と
も
に
不
明
。

A
目
す
れ
ば
、
こ
の
書
は
文
化
後
期
以
降
に
著
作
さ
れ

書
名
は
『
越
前
国
古
跡
拾
集
記
』
と
あ
っ
て
、
グ
越
た
と
思
わ
れ
る
。

前
。
の
跡
に
グ
因
。
が
入
っ
て
い
る
。
し
か
し
凡
例
だ
が
こ
の
よ
う
な
新
し
い
記
事
を
別
と
す
れ
ば
、

の
中
で
は
グ
因
。
の
な
い
書
名
に
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
の
書
の
記
事
は
、
著
者
自
身
が
凡
例
の
中
で
「
大

の
写
本
は
、
も
と
福
井
師
範
学
校
の
蔵
書
で
あ
っ
た
守
宗
矩
公
ノ
御
代
、
古
城
跡
、
御
所
跡
、
館
跡
迄
、

が
、
師
範
学
校
の
大
学
昇
格
に
と
も
な
い
大
学
図
書
御
領
他
領
ト
モ
御
吟
味
ア
リ
テ
、
一
書
ノ
記
ヲ
ア
ソ

館

所

蔵

と

な

っ

た

。

パ

ス

。

是

ニ

ヨ

リ

テ

古

跡

ヲ

集

メ

、

其

外

古

記

旧

帳

『
古
跡
拾
集
記
』
の
著
者
・
著
作
年
も
不
明
で
あ
る
。
ヲ
集
メ
テ
、
悉
ク
拾
ヒ
集
メ
テ
、
一
書
ノ
記
ト
ス
ル

し
か
し
本
文
中
の
年
号
に
よ
っ
て
著
作
年
の
上
限
を
故
、
越
前
古
跡
拾
集
記
ト
云
フ
」
と
述
べ
て
い
る
よ

推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
書
の
記
事
中
の
も
つ
う
に
、
主
と
し
て
享
保
十
年
(
一
七
二
五
)
の
『
享
保

と
も
新
し
い
年
号
は
明
治
二
十
六
年
で
あ
る
。
大
野
書
上
』
に
よ
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

郡
の
五
砂
磯
の
項
に
「
明
治
二
十
六
年
比
二
道
路
ヲ
「
古
跡
拾
集
記
』
に
あ
っ
て
『
名
蹟
考
』
な
い
記
事
を

開
キ
此
岸
壁
ヲ
穿
チ
テ
随
道
ト
ナ
セ
リ
」
と
あ
る
。
い
く
つ
か
例
示
し
て
み
よ
う
。
さ
き
に
最
新
年
号
の

こ
の
文
は
明
ら
か
に
後
人
の
加
筆
で
あ
る
。
記
事
と
し
て
引
用
し
た
二
件
、
す
な
わ
ち
文
化
二
年

こ
れ
を
別
と
す
れ
ば
、
一
番
新
し
い
年
号
は
文
化
の
天
魔
が
池
下
方
の
石
棺
発
掘
、
お
よ
び
文
化
九
年

九
年
(
一
八
二
ー
一
)
で
、
二
か
所
に
記
載
さ
れ
て
い
の
長
崎
村
称
念
寺
舟
つ
な
ぎ
松
の
風
折
れ
は
『
名
蹟

る
。
一
つ
は
吉
田
郡
牧
野
島
村
の
観
音
堂
に
つ
い
て
考
』
に
は
記
し
て
い
な
い
。

「
文
化
九
年
愛
宕
坂
寿
命
院
薬
王
堂
共
ニ
移
リ
所
替
『
古
跡
拾
集
記
』
は
巻
頭
第
一
項
目
に
足
羽
神
社
を

ス
」
と
あ
る
。
も
う
一
か
所
は
坂
井
郡
長
崎
村
称
念
掲
げ
て
、
継
体
天
皇
を
祭
る
こ
と
を
述
べ
、
天
皇
が

ー
水
ヲ
治
メ
湊
ヲ
開
キ
玉
フ
ト
キ
、
湖
上
ノ
如
キ
ヲ

神
変
ニ
往
行
シ
玉
フ
ヲ
、
ヨ
ボ
ロ
等
足
羽
ノ
神
ト
申

奉
リ
、
比
旨
ヲ
用
ヒ
テ
足
羽
ノ
神
ト
号
ス
L

と
述
べ

て
い
る
。

足
羽
明
神
の
足
に
羽
が
あ
り
空
を
飛
ぶ
と
い
う
神

話
は
、
「
古
跡
拾
集
記
』
以
外
に
は
、
ど
の
地
誌
に
も

書
い
て
い
な
い
。
し
か
し
永
禄
三
年
(
一
五
六

O
)

六
月
の
「
足
羽
神
宮
寺
勧
発
疏
』
に
、
足
羽
神
社
の
霊

験
の
一
つ
と
し
て
「
足
の
底
に
剣
翼
を
生
じ
、
虚
空

を
遊
遥
す
る
」
(
原
文
は
漢
文
)
と
書
い
て
い
る
か

ら
、
『
古
跡
拾
集
記
』
の
記
事
は
足
羽
神
社
の
古
い
伝

承
を
記
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

も
う
一
例
を
あ
げ
る
と
、
足
羽
郡
冬
野
村
に
は
昔

大
寺
院
が
あ
っ
た
が
、
兵
火
に
よ
っ
て
退
転
し
と
い

う
。
し
か
し
「
古
跡
拾
集
記
』
で
は
次
の
よ
う
に
い
っ

て
い
る
。
昔
冬
野
寺
の
和
尚
が
京
都
に
て
宗
祇
と
親

し
く
な
り
、
越
前
へ
来
る
と
き
は
必
ず
わ
が
寺
へ
寄

る
よ
う
に
堅
く
約
束
し
た
。
そ
の
後
宗
祇
が
回
国
の

と
き
寺
へ
訪
ね
て
き
た
。
和
尚
は
ち
ょ
う
ど
碁
を

打
っ
て
い
た
の
で
、
小
僧
に
留
守
だ
と
い
わ
せ
た
。

宗
祇
は
こ
れ
を
知
り
「
は
る
ば
る
と
な
つ
か
し
顔
に

来
て
み
れ
ば
あ
き
も
果
て
た
り
冬
野
寺
か
な
」
と
詠

ず
る
と
、
伽
藍
が
こ
と
ご
と
く
亡
焼
し
た
。
こ
の
よ
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う
な
焼
失
伝
説
は
他
の
地
誌
に
は
述
べ
て
な
い
。
項
で
明
治
十
五
年
創
立
の
三
件
で
あ
る
。
傍
注
は
九
こ
の
『
南
越
温
故
録
』
お
よ
び
そ
れ
に
よ
く
似
た
書
名

こ
れ
ら
の
点
を
考
え
れ
ば
、
『
古
跡
拾
集
記
』
は
他
件
、
頭
注
は
十
四
件
あ
り
、
そ
の
な
か
に
は
「
菱
州
の
『
南
越
温
故
集
』
の
両
本
に
つ
い
て
は
、
『
越
前
若
狭

の
本
と
異
な
る
資
料
源
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
云
」
と
い
う
よ
う
に
福
田
の
号
を
記
し
た
も
の
が
二
地
誌
叢
書
』
上
巻
に
解
説
さ
れ
て
い
る
が
、
「
増
補
南

。

南

越

探

旧

指

童

編

件

、

「

以

下

略

ス

L

な
ど
と
書
い
た
も
の
が
三
件
あ
越
温
故
録
』
と
の
比
較
の
た
め
に
こ
こ
で
も
簡
単
に

『
南
越
探
旧
指
童
編
』
四
巻
は
、
福
井
の
小
川
吟
甫
る
。
こ
の
ほ
か
本
文
よ
り
一
段
下
げ
て
「
或
人
い
わ
説
明
し
て
お
く
。
説
明
の
便
宜
上
以
下
に
お
い
て
三

の
著
作
で
あ
る
。
著
作
年
は
序
文
に
文
化
コ
一
年
(
一
く
」
な
ど
で
始
ま
る
文
の
付
記
が
十
四
件
ほ
ど
あ
る
。
著
『
温
故
集
』
『
温
故
録
』
『
増
補
温
故
録
』
を
『
集
』
『
録
」

八
O
六
)
夏
と
あ
る
。
だ
が
残
念
な
こ
と
に
は
、
こ
こ
れ
は
お
そ
ら
く
原
著
者
の
注
で
あ
ろ
う
。
『
増
』
と
略
記
す
る
。

の
本
の
完
本
は
現
存
せ
ず
、
敦
賀
郡
か
ら
福
井
庄
ま
こ
の
『
指
童
編
』
は
、
引
用
文
献
の
名
を
あ
げ
て
は
ま
ず
『
集
』
は
、
写
本
が
現
在
二
本
あ
る
。
一
本
は
福

で
を
書
写
し
た
端
本
が
国
会
図
書
館
に
あ
る
だ
け
で
い
な
い
が
、
明
ら
か
に
「
気
比
神
宮
俗
談
』
か
ら
つ
き
井
大
学
図
書
館
蔵
、
一
本
は
武
生
図
書
館
蔵
で
あ
る
。

あ

る

。

鐘

・

き

か

梅

・

遊

行

の

砂

な

ど

を

引

用

し

て

い

る

。

こ

の

本

の

著

者

・

著

作

年

と

と

も

に

不

明

で

あ

る

。

こ
れ
ら
の
引
用
は
「
名
蹟
考
』
に
は
な
い
。
文
化
二
年
た
だ
こ
の
本
の
頭
注
で
、
宗
祇
は
文
亀
二
年
に
没
し

の
石
棺
発
掘
の
記
事
も
『
指
童
編
』
に
は
掲
載
さ
れ
て
て
、
明
和
二
年
(
一
七
六
五
)
ま
で
に
二
百
六
十
二

い
る
が
、
『
名
蹟
考
』
に
は
な
い
。
年
に
な
る
と
記
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
頭
、
注
の
書
き

『
指
童
編
』
に
は
非
常
に
特
異
な
記
事
が
一
つ
あ
る
。
入
れ
が
明
和
二
年
、
し
た
が
っ
て
こ
の
本
の
著
作
は

そ
れ
は
足
羽
大
明
神
の
項
に
、
『
王
代
一
覧
』
か
ら
の
そ
れ
以
前
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

引
用
と
し
て
記
し
て
あ
る
継
体
天
皇
の
系
譜
で
あ
る
。
福
井
大
学
本
の
奥
書
き
に
よ
れ
ば
、
こ
の
写
本
の

天
皇
の
母
君
振
姫
は
、
近
江
か
ら
越
前
に
嫁
入
り
さ
書
写
者
は
平
経
惟
、
書
写
年
月
は
、
享
和
三
年
(
一

れ
た
な
ど
『
日
本
書
紀
』
と
ま
っ
た
く
逆
の
こ
と
を
書
八

O
三
)
暮
春
で
あ
る
。
平
経
惟
と
は
今
立
郡
池
田

い
て
い
る
。
振
姫
は
後
宮
で
あ
っ
て
、
天
皇
に
異
母
村
の
神
主
梅
田
高
起
の
こ
と
で
あ
る
。
書
写
の
原
本

兄
が
あ
っ
た
と
も
記
し
て
い
る
。
は
奥
書
き
に
「
此
童
日
国
府
総
社
之
神
主
糟
屋
氏
庫
書
」

。

増

補

南

越

温

故

録

と

あ

る

。

『
増
補
南
越
温
故
録
』
は
、
書
名
で
明
ら
か
な
よ
う
武
生
図
書
館
本
は
、
そ
の
奥
書
き
に
よ
れ
ば
、
書

に
『
南
越
温
故
録
』
を
増
補
改
編
し
た
も
の
で
あ
る
。
写
者
は
庭
本
雅
夫
、
書
写
年
月
は
昭
和
六
年
八
月
で

3 

こ
の
本
の
書
写
者
は
福
田
源
三
郎
で
あ
る
。
よ
っ

て
こ
の
本
を
福
田
本
と
い
う
こ
と
に
す
る
。
彼
は
『
越

前
人
物
志
』
の
著
者
で
あ
っ
て
、
そ
の
本
の
編
集
中
明

治
二
十
一
年
三
月
に
小
川
霜
流
の
蔵
書
を
借
り
て
書

写
し
た
も
の
で
あ
る
。
多
忙
で
あ
る
の
で
、
福
井
庄

ま
で
を
写
し
吉
田
郡
以
下
三
郡
を
略
し
た
。

福
田
本
は
全
一

O
七
丁
で
あ
る
。
彼
は
急
い
で
書

写
し
た
ら
し
く
、
字
体
が
か
な
り
粗
雑
で
判
読
困
難

な
箇
所
が
い
く
つ
も
あ
る
。
彼
は
ま
た
本
文
へ
の
補

記
、
傍
注
よ
頭
注
の
室
田
き
加
え
、
お
よ
び
本
文
の
省

略
を
し
て
い
る
。

本
文
へ
の
加
筆
は
、
府
中
唯
唱
院
の
項
で
明
治
六

年
の
廃
院
・
同
十
三
年
の
再
興
、
府
中
藤
垣
神
社
の

杉
原

越
前
地
誌
補
考
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あ
る
。
書
写
の
原
本
は
、
武
生
市
の
窪
田
孝
哉
氏
が

福
井
市
の
山
下
与
平
氏
か
ら
借
り
て
昭
和
六
年
五
月

に
書
写
し
た
も
の
を
、
さ
ら
に
庭
本
氏
が
借
り
て
同

年
八
月
に
書
写
し
て
い
る
。

次
に
『
録
』
の
方
は
三
本
あ
る
。
一
本
は
武
生
図
書

館
蔵
、
一
本
は
東
京
大
学
図
書
館
蔵
、
一
本
は
現
在

の
所
蔵
者
は
不
詳
で
あ
る
が
、
そ
の
コ
ピ
ー
が
福
井

大
学
図
書
館
に
あ
る
。
「
青
柳
し
の
蔵
書
印
が
あ
る
の

で
、
仮
に
青
柳
本
と
称
す
る
。

『
録
』
も
著
者
、
著
作
年
と
も
に
不
詳
で
あ
る
。
た

だ
青
柳
本
の
奥
書
に
「
文
化
九
壬
申
年
中
春
写
之

勇
馬
」
と
あ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
文
化
九
年
ま
で

に
は
『
録
』
は
成
立
し
て
い
た
。

武
生
図
書
館
本
は
、
奥
書
き
に
よ
れ
ば
、
書
写
者

は
庭
本
雅
夫
、
書
写
年
月
は
昭
和
五
年
一
月
、
窪
田

孝
哉
氏
所
蔵
の
童
日
を
借
り
て
写
し
た
。

東
京
大
学
本
は
奥
書
き
が
な
く
、
書
写
者
・
書
写

年
不
詳
。

三
番
目
に
「
増
』
は
、
武
生
図
書
館
の
庭
本
文
庫
に

一
本
あ
る
の
み
で
あ
る
。
著
者
・
著
作
年
と
も
に
不

詳
で
あ
る
。
奥
書
に
よ
れ
ば
、
書
写
者
は
庭
本
雅
夫
、

書
写
年
は
昭
和
五
年
七
月
、
書
写
の
原
本
は
、
鯖
江

市
の
古
川
氏
所
蔵
本
を
窪
田
氏
か
ら
借
り
て
写
し
た

と

い

う

。

こ

の

二

一

著

は

、

著

作

年

が

不

詳

で

は

あ

る

が

、

こ

以
下
三
著
の
特
質
を
比
較
し
て
み
る
。
う
し
て
叙
述
の
構
成
を
比
較
し
て
み
る
と
、
『
集
』

ま
ず
叙
述
構
成
の
比
較
で
あ
る
が
、
『
集
』
は
本
『
録
』
「
増
』
の
順
に
増
補
改
編
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

文
・
付
録
・
頭
注
傍
注
の
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
著
作
者
は
『
集
』
と
『
録
』
は
同
じ
で
、
「
増
』
は
別

る
。
付
録
と
い
う
の
は
、
社
寺
旧
家
の
縁
起
・
由
緒
人
か
も
知
れ
な
い
。

な
ど
十
九
件
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
『
録
』
は
、
本
文
。
越
藩
拾
遺
録

が
主
で
、
付
録
は
た
だ
一
件
、
頭
注
傍
注
は
な
し
で
「
越
藩
拾
遺
録
』
に
は
五
種
類
の
異
本
が
あ
る
。
そ

あ
る
。
『
増
』
に
い
た
っ
て
は
、
付
録
は
全
く
な
く
、
の
五
本
を
巻
数
お
よ
び
章
数
で
区
別
す
る
と
、
次
の

本

文

だ

け

で

あ

る

。

と

お

り

で

あ

る

。

五

巻

本

(

一

八

章

)

、

三

巻

本

(

コ

一

次
に
章
の
区
分
で
あ
る
が
、
『
集
』
は
章
を
立
て
ず
、
一
章
)
、
准
三
巻
本
(
一
六
章
)
、
二
巻
本
(
一
五

全
項
目
を
た
だ
列
記
し
て
い
る
。
た
だ
し
神
社
と
か
章
)
、
一
巻
本
(
一
四
章
)
。
た
だ
し
こ
こ
に
章
と
い

寺
院
と
か
い
う
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
う
の
は
、
本
文
が
見
出
し
語
で
区
分
さ
れ

τい
る
の

そ
れ
に
対
し
『
録
』
は
「
神
社
部
」
「
古
跡
部
」
と
い
う
よ
を
、
仮
に
章
と
称
し
た
の
で
あ
っ
て
、
原
著
者
自
身

う
に
章
を
設
け
て
各
項
目
を
記
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
章
と
書
い
て
い
る
の
で
は
な
い
。
ま
た
本
文
の
章

が
『
増
』
に
な
る
と
、
神
社
と
か
古
跡
と
か
い
う
対
象
と
目
次
の
章
が
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
の
で
、

の
種
類
別
で
な
く
、
敦
賀
郡
・
南
条
郡
と
か
い
う
地
域
章
数
は
本
文
の
章
区
分
に
従
う
。

別
の
章
立
て
に
な
っ
て
い
る
。
『
増
』
は
『
集
』
や
『
録
』
章
数
の
比
較
は
、
准
三
巻
本
の
一
ム
ハ
章
を
基
準
に

と
は
編
集
方
針
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
れ
ば
わ
か
り
易
い
。
准
三
巻
本
の
章
数
に
越
前
史

記
載
項
目
の
数
は
、
『
集
」
で
は
付
録
も
含
め
て
約
一
五
章
を
加
え
れ
ば
三
巻
本
の
三
一
章
に
な
り
、
准

一
九
五
件
、
『
録
』
は
約
二

O
四
件
、
『
増
』
に
い
た
っ
三
巻
本
の
章
数
に
「
国
主
代
々
」
と
「
福
井
廿
二
社

て
は
約
四
七
八
件
で
あ
る
。
「
集
』
と
『
録
』
は
あ
ま
り
云
々
」
の
二
章
を
加
え
れ
ば
五
巻
本
の
一
八
章
に
な

差
は
な
い
が
、
『
増
」
は
そ
の
書
名
ど
お
り
大
増
幅
で
る
。
逆
に
「
霊
一
山
大
川
」
一
章
を
除
い
た
も
の
が
二

あ

る

。

巻

本

一

五

章

に

な

る

。

一

巻

本

の

一

四

章

は

、

章

立
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て
を
改
編
し
、
記
事
を
簡
略
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
は
本
多
氏
の
謄
写
本
そ
の
も
の
で
あ
る
。

各
巻
の
番
号
の
呼
称
は
、
五
巻
本
が
一
巻
な
い
し
も
う
一
つ
の
三
巻
本
の
種
池
本
は
、
種
池
村
の
応

五
巻
、
三
巻
本
は
上
・
中
・
下
、
二
巻
本
は
天
・
地
助
と
い
う
人
が
坪
川
氏
か
ら
本
多
本
を
借
り
て
写
し

で
あ
る
。
准
三
巻
本
は
三
巻
本
の
目
次
を
そ
の
ま
ま
た
も
の
で
、
書
写
年
月
は
弘
化
元
年
(
一
八
四
四
)

写
し
て
い
る
が
、
中
身
は
巻
分
け
し
て
な
く
、
内
容
冬
で
あ
る
。

も
目
次
と
異
な
る
。
実
質
は
一
巻
で
あ
る
。

(
2
)
准
三
巻
本
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の

『
越
藩
拾
遺
録
』
の
現
存
し
て
い
る
写
本
は
八
本
あ
所
蔵
で
あ
る
。
こ
の
本
は
本
多
本
の
目
次
を
そ
の
ま

る
。
内
訳
は
、
二
一
巻
本
二
本
、
准
コ
一
巻
本
一
本
、
二
ま
写
し
て
い
る
が
、
本
文
の
内
容
が
目
次
と
異
な
っ

巻
本
一
本
、
一
巻
本
一
本
、
五
巻
本
は
端
本
三
本
で
て
い
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の

あ
る
。
こ
の
八
本
の
所
蔵
者
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
本
に
は
三
巻
本
の
序
と
ば
っ
文
の
ほ
か
、
他
本
に
は

(1)
三
巻
本
は
二
本
と
も
福
井
県
立
図
書
館
に
な
い
村
田
氏
春
自
身
の
後
書
き
が
掲
載
し
て
あ
る
。

あ
る
。
い
ず
れ
も
福
井
市
種
池
の
坪
川
氏
の
寄
贈
で
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

あ
る
。
二
本
の
う
ち
一
本
を
本
多
本
、
他
の
一
本
を
こ
の
本
の
頭
注
の
一
箇
所
に
「
厚
積
按
ニ
L

と
あ

種

池

本

と

呼

ぶ

こ

と

に

す

る

。

る

。

厚

積

と

は

旧

福

井

藩

士

で

福

井

の

明

新

中

学

校

本
多
本
に
は
福
井
藩
の
儒
学
者
伊
藤
龍
州
の
序
が
の
初
代
校
長
に
な
っ
た
富
田
鴎
波
の
こ
と
で
あ
る
。

あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
著
者
は
福
井
藩
士
村
田
氏
し
た
が
っ
て
こ
の
本
は
明
治
初
期
に
は
ま
だ
福
井
に

春
で
あ
る
。
著
作
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
序
文
の
年
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

月
は
寛
保
二
年
(
一
七
四
二
)
壬
成
十
一
月
で
あ
る
。

(
3
)
二
巻
本
は
、
福
井
県
立
図
書
館
の
松
平
文

こ
の
年
著
者
村
田
氏
春
は
三

O
歳
で
あ
っ
た
。
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
以
下
松
平
本
と
呼
ぶ
こ
と

本
多
本
に
は
丸
岡
藩
の
家
老
職
本
多
成
要
の
ば
つ
に
す
る
。
序
文
も
ば
つ
文
も
転
載
さ
れ
て
い
な
い
。

文
(
後
書
き
)
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
多
氏
書
写
者
・
書
写
年
と
も
に
不
詳
で
あ
る
。

は
村
田
氏
か
ら
原
本
を
借
り
て
謄
写
し
た
。
そ
の
年
旧
福
井
市
立
図
書
館
長
石
橋
重
吉
氏
が
こ
の
松
平

月
は
天
明
六
年
(
一
七
八
六
)
四
月
で
あ
る
。
こ
の
本
を
書
写
し
た
。
こ
の
石
橋
本
は
戦
後
福
井
市
公
民

杉
原

越
前
地
誌
補
考

館
に
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
所
在
不
明
に

な
っ
て
い
る
。

(
4
)
五
巻
本
に
は
完
本
が
な
い
。
し
か
し
端
本

が
二
種
あ
っ
て
、
こ
の
両
者
を
合
わ
せ
る
と
、
五
巻

そ
ろ
う
。
二
種
の
端
本
の
一
つ
は
東
京
大
学
図
書
館

所
蔵
本
で
あ
っ
て
、
一
・
二
・
五
巻
が
あ
り
、
三
・

四
巻
が
欠
け
て
い
る
。
他
の
一
本
は
福
井
大
学
図
書

館
所
蔵
本
で
あ
る
。
書
名
は
『
越
藩
拾
遺
』
と
あ
り
、

「
録
』
が
欠
け
て
い
る
。
他
の
諸
著
と
の
合
冊
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
本
は
三
・
四
巻
が
あ
っ
て
、
他
巻
が

な
い
。
東
大
本
と
福
大
本
は
つ
ご
う
よ
く
巻
数
の
不

足
を
補
い
合
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
偶
然
で
書
物

の
形
態
や
文
字
の
筆
跡
な
ど
が
異
な
っ
て
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
別
の
本
の
端
本
で
あ
る
。

武
生
図
書
館
の
庭
本
文
庫
に
五
巻
本
の
も
う
一
つ

の
端
本
が
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
本
は
端
本
の
ま
た
端

本
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
巻
一
の
全
部
・
巻
四
の

一
部
・
巻
五
の
一
部
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
書
写
者

の
庭
本
氏
は
、
五
巻
本
の
端
本
部
分
は
墨
書
き
、
欠

け
て
い
る
部
分
は
、
上
述
の
石
橋
本
(
二
巻
本
)
か

ら
補
充
し
て
朱
筆
で
書
き
入
れ
て
い
る
。
こ
の
庭
本

端
本
を
東
大
本
・
福
大
本
の
該
等
部
分
と
比
較
し
て

み
る
に
、
内
容
は
同
じ
で
あ
る
が
、
文
章
の
表
現
に
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多

少

の

差

が

あ

る

。

読

み

難

く

、

他

の

人

が

写

し

取

る

こ

と

も

で

き

な

い

(
5
)

一
巻
本
は
福
井
大
学
図
書
館
所
蔵
。
高
島
の
で
、
早
急
に
書
き
改
め
た
。
こ
の
本
を
た
れ
か
が

文
庫
か
ら
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
奥
書
さ
ら
に
写
し
て
人
に
見
せ
た
な
ら
、
少
し
は
助
け
に

に
「
明
治
三
十
八
年
十
一
月
三
十
日
謄
写
梅
園
L

な
る
だ
ろ
う
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
後
書
き
の
年
月

と
あ
る
。
梅
固
と
は
福
井
市
の
長
慶
寺
住
職
甘
庶
普
は
天
明
二
年
(
一
七
八
二
)
で
あ
っ
て
、
と
き
に
氏

薫
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
本
は
、
章
立
て
を
整
理
し
、
春
は
七
四
歳
の
高
齢
で
あ
っ
た
。

項
目
を
少
な
く
し
た
簡
略
本
で
あ
る
。
巻
尾
に
「
白
と
こ
ろ
が
こ
の
第
二
次
本
は
、
献
上
本
も
草
稿
も

山
行
程
記
」
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。
清
書
本
も
す
べ
て
現
存
し
て
い
な
い
。
し
か
し
幸
い

最
後
に
諸
本
の
成
立
年
代
を
考
証
し
て
み
よ
う
。
な
こ
と
に
は
、
丸
岡
藩
の
本
多
成
要
が
第
二
次
清
書

成
立
年
代
は
三
つ
の
時
期
に
分
か
れ
て
い
て
、
第
一
本
を
借
り
受
け
て
謄
写
し
、
三
巻
本
を
現
在
に
残
し

次
本
・
第
二
次
本
・
第
三
次
本
の
三
種
類
に
区
分
で
て
い
る
こ
と
は
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
。

き
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
本
の
序
文
の
年
井
上
翼
章
は
文
化
十
二
年
(
一
八
一
五
)
に
彼
の

月
は
寛
保
二
年
十
一
月
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
第
一
著
書
『
越
前
国
名
蹟
考
』
の
中
で
、
『
越
前
拾
遺
録
」
に

次
本
の
成
立
は
こ
の
前
後
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
つ
い
て
、
序
文
・
ば
つ
文
・
奥
書
き
が
あ
る
こ
と
、

第
一
次
本
は
、
原
本
は
も
と
よ
り
そ
の
直
接
の
写
本
増
益
し
て
世
子
に
献
上
し
た
こ
と
、
そ
の
控
え
本
が

も

現

存

し

て

い

な

い

。

こ

の

書

で

あ

る

こ

と

を

述

べ

、

こ

の

書

は

「

い

ま

だ

第
二
次
本
に
つ
い
て
は
、
村
田
氏
春
が
第
二
次
本
校
正
を
経
ざ
る
本
と
見
え
、
年
代
郡
邑
な
ど
誤
り
多

の
清
書
本
に
記
入
し
た
後
書
き
が
、
准
三
巻
本
(
史
し
。
も
し
是
を
写
す
人
あ
ら
ば
得
意
有
る
べ
き
事
な

料
所
本
)
に
転
写
さ
れ
て
い
る
。
氏
春
は
安
永
九
年
り
」
と
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。
現
存
す
る
本
多
本

(
一
七
八

O
)
江
戸
勤
番
の
折
、
こ
の
本
を
世
子
に
を
見
る
に
、
な
る
ほ
ど
翼
章
の
指
摘
ど
お
り
誤
り
が

献
上
し
よ
う
と
思
い
「
俄
ニ
増
補
シ
書
改
メ
テ
L

、
そ
多
い
。
巻
頭
の
序
文
を
例
に
あ
げ
れ
ば
、
「
拾
遺
録
」

の
本
書
は
献
上
し
、
草
稿
を
手
元
に
残
し
た
。
し
か
の
「
録
L

を
寸
禄
L

と
書
き
、
「
遺
漏
L

の
「
、
漏
L

を

し
こ
の
草
稿
は
全
面
的
に
書
き
入
れ
が
し
で
あ
っ
て
「
満
」
と
書
き
「
寛
保
二
年
壬
戊
」
の
コ
一
」
を

「
三
」
と
書
い
て
い
る
。

第
三
次
本
に
は
五
巻
本
・
准
三
巻
本
・
二
巻
本
の

三
種
類
が
あ
る
。
三
本
と
も
文
化
文
政
の
こ
ろ
後
人

が
補
足
記
事
を
書
き
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
三
本
の

う
ち
最
も
整
っ
て
い
る
本
は
五
巻
本
で
あ
る
。
五
巻

本
で
は
加
筆
部
分
の
多
く
は
、
っ
私
云
」
と
い
う
前
置

き
が
あ
っ
て
、
行
頭
を
本
文
よ
り
一
段
下
げ
て
書
い

て
い
る
の
で
、
本
文
と
加
筆
の
区
別
が
は
っ
き
り
し

て
い
る
。
加
筆
の
件
数
は
寸
私
一
玄
」
以
外
の
も
の
も

含
め
て
五

O
件
ほ
ど
で
あ
る
。

五
巻
本
に
は
、
本
文
へ
の
加
筆
項
目
の
中
に
年
号

を
記
入
し
て
い
る
も
の
が
六
件
あ
る
。
文
化
二
年
二

件
、
文
化
五
年
一
件
、
文
政
一
元
年
二
件
、
文
政
年
中

一
件
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
加
筆
年
月
の
上
限
が
推

測
で
き
る
。

そ
れ
に
対
し
准
三
巻
本
は
、
「
私
云
」
と
い
う
前
置

き
は
な
く
、
行
頭
を
下
げ
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
本

文
の
後
へ
の
加
筆
は
少
な
く
、
頭
注
・
傍
注
・
割
り
注

と
い
う
形
の
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
。
し
か
し
頭
注

な
ど
を
ふ
く
め
て
の
加
筆
の
件
数
や
内
容
は
、
五
巻

本
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
り
、
項
目
に
多
少
の
相
違
は
あ

る
が
、
文
化
・
文
政
の
年
号
記
入
も
や
は
り
六
件
あ
る
。

な
お
五
巻
本
と
准
三
巻
本
に
は
序
文
が
あ
り
、
年
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号
を
「
寛
保
三
年
壬
戊
L

と
誤
記
し
て
い
る
か
ら
、

少
な
く
と
も
序
文
に
関
し
て
は
、
第
二
次
本
を
底
本

と
し
て
書
き
写
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
に
対
し
二
巻
本
(
松
平
本
)
は
、
序
文
も

ば
つ
文
も
後
書
き
も
な
く
、
加
筆
項
目
は
五
巻
本
や

准
三
巻
本
に
比
べ
て
著
し
く
少
な
い
。
加
筆
項
目
の

中
の
年
号
は
文
化
二
年
が
二
件
あ
る
。

最
後
に
一
巻
本
は
、
章
立
て
を
改
編
し
て
、
項
目

の
数
を
著
し
く
少
な
く
し
た
も
の
で
、
他
の
四
種
類

の
本
と
は
性
格
を
や
や
異
に
す
る
。
改
作
者
、
改
作

年
月
は
と
も
に
不
明
で
あ
る
。
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